
令和３年度分

公募中

・販路の拡大のために生産設備を増やしたい！ ・既存事業を活かし、新事業に参入したい！

・規格外商品の付加価値を高めて販売したい！ ・養殖設備の増設で生産量を増やしたい！

・地元産の農産物をECサイトを通じて販売したい！

・新品種で高付加価値の野菜や果物を新たに生産したい！！

対象経費 経費内容

人件費
・事業拡充に必要な従業員の給与、賃金
・事業拡充に伴って新たに雇用するパート・アルバイトの賃金

店舗等借入費 ・事業拡充のために新たに借り入れする場合の事務所・事業所の賃料、店舗のテナント料

設備費 ・事業拡充に必要な機械等、設備の設置・購入、リース・レンタル費
・上記設備を格納する簡易な倉庫、納屋等の工事費
・上記設備導入に伴って必要となる解体・処分費用

改修費 ・事業の用に供する建物および建物附属設備の改修費

広告宣伝費

・広告掲載費、ホームページ、パンフレット、ＤＭ製作・配布・郵送費
・商品の販路拡大、プロモーション、マーケティング等の販売促進費
・事業拡充のために新たに雇用する従業員の求人・選考に係る費用

研究開発費 ・商品又はサービスの研究開発に係る経費

事業所移転費 ・事業所移転・引越し経費、従前の事業所の原状回復費その他移転にかかる諸経費

従業員の教育
訓練経費

・従業員の資格取得・研修・講習受講にかかる経費

＜対象経費の例（詳細はお尋ねください）＞

補助金
事業拡充支援事業

活用例



『後継者による地場産品を活用した新商品開発とお持ち帰り事業の開始』
事業実施者 『いけす料理持木荘』様
後継者のUターンに伴い、集客率の低い20～30代の新規顧客

獲得を目指して別館を改修し、イタリアン新店舗をオープン。
自宅用テイクアウト需要の高まりからピッツァなどの洋食

メニューのテイクアウトを開始し、人気が高いため、コロナ
禍で落ち込んだ実店舗の売り上げに歯止めがかかっている。
新店舗で2名の従業員を雇用したほか、市内農林漁業者から

直接仕入れた食材を使ったピッツァを開発中。
＜制度活用部分＞
・新店舗への改修費

西海市

『小浜の魅力を伝える飲食店兼小売業の開業』
事業実施者 『株式会社 all your ability』様
既存施設を新たにカフェとショップを併設した店舗へ改修し、

ショップでは自社で製造している小浜温泉の蒸気を使った温泉蒸し
野菜のジャム及び真空パック商品を販売し実績が伸びている。
カフェでは、メニューに自社商品を数多く取り入れ、メディアや

SNSも活用したことによって、他にあまりない特徴を出したメニュー
が人気となり、テレビや雑誌にも多く取り上げらた。
また、地元の農家で採れた野菜やお米なども店内で販売し、地域

の活性化に繋がっている。
＜制度活用部分＞
・設備導入費 ・店舗改修費
・広告宣伝費 ・店舗賃貸料
・新規雇用者の人件費

雲仙市

【島原市】
『日本の伝統技術を世界へ発信するための設備投資事業』
事業実施者 『有限会社 康創窯』様
新たな拠点になる窯元建屋を修復し、除湿乾燥機を設置

したことで、従来の倍の製造が可能となったほか、専用圧
力鋳込機導入により、磁器ワイングラスの安定増量生産が
可能になったことで、生産拡大に伴う世界発信に繋がった。
今後は海外を視野に入れながら東京での展示発表を行っ

て販路拡大及び世界進出を目指す。
＜制度活用部分＞
・設備導入費 ・店舗改修費
・広告宣伝費 ・新規雇用者の人件費

波佐見町

昨年度の活用事例を紹介します
※「制度活用部分」は一例です



『農薬ドローン散布請負事業』
事業実施者 『合同会社 まざーりーふ』様
これまで介護職員の養成講座などを行っていたが、新たにドロー

ン操縦士を１名雇用し、ドローンによる農地への農薬散布請負業務
や農地の画像解析システムを導入し、農家の生産力向上を支援。
＜制度活用部分＞
・設備導入費 ・広告宣伝費 ・新規雇用者の人件費

島原市

『微酸性電解水生成装置及び冷水供給機導入事業』
事業実施者 『鷹島物産 株式会社』様
微酸性電解水生成装置及び冷水供給機を導入したことに

より、魚を加工する際の洗浄が容易になり、衛生面の向上
が図られたことで、これまでできなかった多くの魚種を加
工できるようになった。また、衛生管理が行き届くことで、
真空パックによる全国への発送が可能となった。
今後は、インターネットを駆使したふるさと納税の返礼

品等の販売戦略を行っていく。
＜制度活用部分＞
・設備導入費

松浦市

『オーガニック農園を基盤にした農業体験型宿泊事業』
事業実施者 『ねこたまショップ＆カフェ』様
既存の農薬、化学肥料を一切使用しないオーガニック農園と、無

農薬野菜やオーガニック商品の販売及び食事を提供する「ねこたま
ショップ＆カフェ」による農業体験と宿泊をセットにした体験型宿
泊事業を実施するために、一軒家を宿泊施設として改修。
現在はコロナ禍によりオープンを見合わせているが、状況をみて

営業開始予定。
＜制度活用部分＞
・設備導入費 ・宿泊所改修費
・ホームページ制作費 ・新規雇用者の人件費

五島市

『新しいキャンプ場経営モデル事業拡充実践事業』
事業実施者 『株式会社 中瀬草原キャンプ場』様
新型コロナウイルス感染症によるニーズの変化に対応する

ため、手ぶらで気軽に訪れることができるキャンプ場やコ
ワーキングスペースを整備。また、羊小屋や柵を設置し、除
草作業の低減や動物とのふれあいの場の提供などを目指す。
現在、コロナ禍に対応したサービス業として定着しつつあ

り、当事業で3名の地域雇用を受け入れており、地域経済の
活性化へつながっている。
＜制度活用部分＞
・設備導入費 ・施設改修費 ・新規雇用者の人件費

平戸市



■補助対象
中小企業基本法で規定する中小企業者のうち、常時使用する従業員の数が30人未満の中小企業者※

※実施市町によって用件が異なる場合があります。

■補助要件
県内で地場産業の事業拡大を行ない、新たに従業員を雇用するもの

■事業の実施要件（次のいずれかの要件を満たすもの）
①新商品開発、生産能力拡大、販路拡大等により外貨を獲得するなど、地域の産業振興に資する事業
②既存の事業者が新たな産業分野へチャレンジする事業
③地域における新たなサービスの提供やサービスの空白地帯の解消に資する事業

■雇用の要件
一週間の所定労働時間が20時間以上の従業員を継続的に雇用

■事業スケジュール ※市町により若干異なる場合があります

応募 審査 採択 事業実施
補助金

受給

４～５月 ６月 ７月 交付決定日
～翌年２月

３月初旬

＜事業拡充支援事業補助金の詳細について＞

☆留意事項
以下のような事業については採択しないこととしておりますので、申請に当たってはご注意ください。

・これまでの事業で支出していた経費の肩代わり、単なる老朽化設備・施設の更新・改修費、元々採用が
予定されていた者の人件費など、事業拡充又は事業承継と支出経費の因果関係が明確に説明できない経
費が計上されている事業

・地域内の同業他社との差別化を図ることが難しい商品又はサービスに係る事業であって、その者のみを
支援すると同業他社との競争関係を歪めかねないもの

・短期的な需要や官公需を当て込んだ事業
・どのように対価を得て事業を営むか不明確な事業、行政からの補助金、助成金、業務委託等によって業
務を行う事業

・他の補助金で実施した方が明らかに適切であると思われる事業

※補助金が実際に支払われるのは、新たな雇用や設備等の設置を確認した後の精算払いとなります

市町名 担当課 電話番号 市町名 担当課 電話番号

佐世保市 商工労働課 0956(24)1111 島原市 商工振興課 0957(63)1111

諫早市 商工観光課 0957(22)1500 平戸市 商工物産課 0950(22)9141

松浦市 地域経済活性課 0956(72)1307 対馬市 しまの力創生課 0920(53)6111

五島市 商工雇用政策課 0959(72)7862 西海市 商工観光物産課 0959(37)0064

雲仙市 商工労政課 0957(38)3111 南島原市 商工振興課 0957(73)6633

長与町 産業振興課 095(801)5836 東彼杵町 まちづくり課 0957(46)1286

川棚町 産業振興課 0956(76)8335 波佐見町 企画財政課 0956(85)8400

【実施市町問い合わせ窓口】 ※「事業拡充事業の件」とお尋ねください


